
私たちは要求します 
厚 生 労 働 大 臣  
舛 添 要 一  殿 

           （取り扱い団体） 
               「労働と人権のサポートセンター」準備会 
               大阪市北区天満１－６－８ 六甲天満ビル２階 ユニオンおおさか内 
 
 アメリカ発の金融危機によって、世界的な経済恐慌を招き、労働者の大量整理が進行しています。

日本の大手企業も今までの莫大な内部留保金がありながら、経営危機を煽り派遣や請負、有期雇

用・パート労働者の大量解雇に突っ走っています。また、下請け企業への犠牲を押し付けています。 
 労働法制の規制緩和によって、不安定雇用・非正規労働が大幅に拡大し、最低生活も維持できな

い低賃金の労働者が増大しているのが社会問題化しているところへ、最も悪質な整理解雇が追い討

ちをかけているのです。 
 職を失い野に放たれた人たちは、今、住も無い食も無いどん底に追いやられています。 
 私たちは次のことを緊急に要求します。 
 

要 求 事 項 

１、今日の企業が進める一方的な労働者の大量解雇の実態を徹底調査し、社会悪として糾 

 弾し、整理解雇を撤回させ、規制させること。 

２、今国会に上程している「労働者派遣法改正案」を即刻修正し、登録派遣を廃止し、派 

 遣職種の大幅規制を行い、少なくとも「製造業」への派遣を全面禁止すること。 

３、雇用保険法を緊急に弾力運用し、雇用保険未加入の失業者の救済、早期給付、給付期 

 間・給付条件を拡大して、職を失った人を救済すること。 

４、職業訓練の充実と公共部門における仕事づくり、就職斡旋の充実をはかること。 

５、各府県自治体と連携し、失業者の生活対策、住宅確保と斡旋、緊急生活資金融資、生 

 活保護制度の拡大・充実をはかること。 

 
 氏   名         住        所          

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜署名者の一言＞ 
 
 
 


